
服薬ロボット導入による
自立支援を目指して

セコムフォート多摩（株）
コンフォート ロイヤルライフ多摩

健康サービス室 看護師
辻 幸子

～多職種連携で取り組む服薬支援～

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは発表させていただきます、よろしくお願いします。



施設概要

• 類型   介護付有料老人ホーム

• 開設    平成3年7月

• 入居者数 112名

• 平均年齢 88歳

• 介護率  56.3％

• 平均介護度 2.4

＊2023年5月現在

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当施設は、多摩丘陵の緑豊かな自然に囲まれた、（延床面積16523㎡の）広い建物を有する有料老人ホームです。1991年７月に開設、今年で３２年を迎えます。2023年5月現在、１1２名様がご入居されております。平均年齢は８８歳を超え、認知機能の低下や持病の重度化が危惧される方々が増えてきています。



要介護率・・・５％増
平均介護度・・・０．６ポイント増

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
介護率や平均介護度も上昇傾向にあります。ここ１０年の要支援・要介護を含めた要介護率と平均介護度を見ますと、要介護率は51％から56％と５％増加。平均介護度は、1.8から2.6と、６ポイント増加しています。



高･･･････････自立度･･･････････低

ご入居者の服薬管理の現状

自立支援
（一部介入）

◎共用部や居室
での服薬介助

◎週間カレンダー、
ケースへのセット

介入なし

職員支援
（全面介入）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そうした中、ご入居者の健康を守るため、職員による服薬管理への介入を必要とするご入居者も徐々に増えてきています。当施設においても、ご入居者の自立度に合わせて、介入を必要としない方、一部介入が必要な方、全面的な介入・介助が必要な方に大別し、介入時のツールとして、従来から週間カレンダーやケースを活用しています。介助や介入の場所は、共用部喫茶コーナーか、居室で行われます。＊ご入居者の思いや、生活に合わせることを重視するため、介入方法も多岐に渡っています。



介入時のハードル・内服管理への思い

相違が生じる

⇔

薬ぐらい自分で飲めます！

自分のやり方で、
これからも大丈夫です！

自分の薬を他人に預けたくない！

ご自身での管理が難しくなっている

分包カレンダーやケースから間違えて
取り出すことが起きている

内服薬は確実に飲まないと
ご入居者の健康を守れない・・・

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
しかし、それまで自立した生活を送ってこられたご入居者の中には、職員による服薬介助などの介入を希望されないご入居者も少なくありません。一方で、自己管理を続けたことで飲み忘れ等の誤薬事案の発見がたびたび起きることもありました。



服薬ロボット導入の取り組み

◎新たな選択肢として、２０２１年８月より導入を開始。

延べ１４名の方が利用。＊本研究では、該当ご入居者を特定できないよう配慮

２０２３年５月現在 支援形態 人 数

自立支援（一部介入）

週間カレンダー ０名

６名週間ケース ２名

服薬ロボット ４名

職員支援（全面介入）

喫茶ｺｰﾅｰ・居室介助 １２名

２６名
週間カレンダー ７名

週間ケース ３名

服薬ロボット ４名

計 ３２名

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご入居者、スタッフともに、より良い方向性を見出すことに苦慮していた中、新たな介入の選択肢として、「服薬ロボット」の導入に取り組むことにしました。２０２１年８月に最初の方に提案し、導入をスタートしてから、これまでに延べ１４名のご入居者の服薬支援に活用してきました。スライドの表は、本年５月現在の、一般居室ご入居者（７１名）の服薬支援への「介入度合」と「支援形態」の内訳人数になります。全体数３２名中、服薬ロボットを活用が８名、そのうち４名の方が服薬ロボットを活用することで、スタッフの介入を最小限とした自立支援に繋がっている事例となります。



服薬ロボットとは・・・

過剰服薬

服薬忘れ

時間間違い 防止

予めセットされた薬剤を時間通りに
正しく服用するための専用装置

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここで、当施設が現在使用している「服薬ロボット」について、簡単にご紹介します。「ロボット」、と言いますが、ご入居者のお部屋に据え置き型装置で、画面右上写真のような形をしています。一週間分のお薬を一回ずつに分けてカセット収納できるようになっており、服薬タイミングごとの飲み過ぎ、忘れ、時間間違いの防止に役立てます。



服薬ロボットとは・・・

（＊居宅療養管理指導の契約により提供）

①調剤薬局・薬剤師
が専用カセット

をセット

③ご入居者操作によ
りカセットを取出し、

服薬
②服薬時間になると、

音声でお知らせ

お薬の時間です。
ケースをお取り下さい

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
使い方としては、、、①１週間分のお薬を専用カセットにセットします。　セット作業は、連携先調剤薬局の薬剤師が行います。②朝、昼、夕、就寝前など設定した時間になると、音声で服薬を促すアナウンスが流れます。③ご入居者が取り出しボタンを押すことで、その時間に飲むべきお薬のカセットを取り出すことができます・＊尚、服薬ロボットを活用したサービスは、連携調剤薬局とご入居者の居宅療養管理指導契約により介護保険サービスの一環として提供がなされています。



服薬ロボット利用可否見極めポイント

認知機能の程度、理解力

視力

聴力

手・指の動き

嚥下状態

移動動作

前向きな感情・言動

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「服薬ロボット」導入の際はもちろん、継続利用してゆく中でも、自立支援のツールとして有効かどうか、認知面、身体機能、意欲面等、いくつかのポイントを中心にアセスメントすることも大切になっていると考えられます。



服薬ロボット導入時の相談ポイント

①設置場所、高さ
音量、発声音間隔

②内服時間設定
（朝・昼・夕・眠前）

③服薬後の空薬ケース
回収方法

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
①設置する場所や操作しやすい高さを決め、ロボットの音声案内時の音量や、発生音の間隔を確認の上、調整します。②生活リズムを考慮しながら内服薬の設定時間を決めてゆきます③その他、服薬後のカセットケースは専用の容器にひとまとめにしてもらい回収、再利用のサイクルとなります



服薬ロボット使用中のご入居者の声

好評
「時々飲み忘れそうになるから助かる」
「これがあれば、自分でなんとか飲める」
「皆さんがいちいち薬のために来てもらう

迷惑をかけたくないので、これがいい」
「これなら忘れない、最高だね！」

不評
「音がうるさい」
「かわいくない、かわいいロボットにしてほしい」
「何だかよくわからない」「こんなの頼んでない」→離脱

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これまでに「服薬ロボット」を導入いただいたご入居者の声については、好評、不評ありますが、好評コメントは、いずれも継続的な利用が定着したご入居者からのもので「自分でなんとかできる」という喜びを感じ取ることができました。不評コメントについて、「音がうるさい」については音量調節や再発声タイミングの調節で対応、「かわいくない」については、ご入居者と相談し、かわいい模様のハートのシールを貼って使っていただくくことにしました。「何だかよくわかならない」「こんなの頼んでいない」については、残念ながら継続利用とはならず、離脱となりました。



職員アンケートからの考察

メリット

①自立支援につながった

②内服介助の業務負担を減らすことができた

③誤薬リスクが大幅に減った

④薬剤師が薬のセット、説明を行う安心感

課題

①試用～本運用開始(契約・受診・処方)に時間を要する

②通常以外（緊急時や外出時等の設定時間外）の操作の周知

③正しく操作出来なくなってきたことの察知が遅れた

④訪問頻度が減ることで健康管理面の情報が不足しがち

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
服薬ロボットの導入からこれまで、関わってくれたスタッフへもアンケートをとり、意見を集めました。メリットと課題を考察してみました。・まず一番のメリットは、服薬ロボットのご利用が定着したご入居者の自尊心の保持、自立支援につながったと考えられること・連携先薬剤師が介入することにより、スタッフの業務負担感が軽減され、安心感が増したこと一方、課題としては導入開始までの手続きが思いのほか煩雑であること、緊急時や外出時など、通常と異なる操作方法の情報共有、継続的なご入居者の利用状況モニタリングやアセスメントが欠かせないこと、などが挙げられました。



ＥＶＥ
ＮＴ

フロント担当

イベント担当

ケアスタッフ 看護スタッフ
リハビリスタッフ

連携先薬剤師

リビング
サービス担当

事務・営業
スタッフ

生活相談員
ケアマネジャー

ロイヤル多職種連携

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当施設では、現在多くの職種・職員がご入居者の服薬介助に何等かの形で関わっています。今回ご報告した「服薬ロボット」は、ご入居者の確実な服薬支援に有効なツールとなっており、施設内の多職種連携の後押しとなっています。



おわりに・・・

ご入居者にとっての幸せとは、
「自分らしい生活を続けること」だと思います。

服薬管理においても、その方が出来なくなって
きたことに対し、過度な介入で自尊心・自立心を
損なわない環境作りと、人の温もりを大切にして
ゆきたいと考えます。



ご清聴ありがとうございました

ロイヤル中庭池で育った
カルガモの子供たち

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
写真は、毎年ロイヤル中庭の池で育ってゆくカルガモの子供たちです。今年も元気な姿を見せて引っ越してゆきました。発表は以上になります、ご清聴ありがとうございました！
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